
 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

  ２０１９年 ６月 ４日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

     住 所 安城市藤井町南山１７８番地    

氏 名 東洋理工株式会社         

代表取締役社長  横山真喜男  

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0566-99-0851          

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  東洋理工株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  安城市藤井町南山１７８番地 

計 画 期 間  ２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 

①事 業 の 種 類 １８ プラスチック製品製造業 

②事 業 の 規 模 前年度(２０１８年度)売上高 ６５億７，０００万円 

③従 業 員 数 １９４人 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 

１.めっき工程(表面処理工程) 

 1)前処理ライン:特定有害廃酸(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物) 

→中間処理業者に委託して中和後、焼却･焼成(ｾﾒﾝﾄ原料) 

又は埋立処分 

 2)電気めっきライン:特定有害廃酸(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物) 

→中間処理業者に委託して中和後、焼却･焼成(ｾﾒﾝﾄ原料) 

又は埋立処分 

 3)治具剥離ライン: 腐食性廃酸(pH2.0以下：鉛又はその化合物) 

→中間処理業者に委託して中和後、焼却･焼成(ｾﾒﾝﾄ原料) 

又は埋立処分 

２.塗装工程(表面処理工程) 

 1)塗装ライン:引火性廃油 

→中間処分業者に委託して蒸留後、再資源化 



 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

社長(ＴＰＭ･ＩＳＯ推進事務局) 

 

環境管理責任者     環境会議 

 

製造部長   ＡＢＳチーム(ＡＢＳチームＴＬ：廃棄物管理責任者｢特別管理産業廃棄物管理責任者｣) 

    

       ＭＰＬチーム(ＭＰＬチームＴＬ：廃棄物管理責任者｢特別管理産業廃棄物管理責任者｣) 

 

塗装チーム(塗装チームＴＬ：廃棄物管理責任者｢特別管理産業廃棄物管理責任者｣) 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

①現状 

【前年度（２０１８年度）実績】 別紙1のとおり  

特別管理産業廃棄物の種類    

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  

 

  

 

②計画 

【目標】別紙1のとおり 

特別管理産業廃棄物の種類    

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

･引火性廃油は分別し、専用ドラムにて分別及び保管している。 

･その他、特定有害廃酸はめっきライン薬液槽より直接搬出。 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組） 

･特になし。 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（２０１８年度）実績】該当なし 

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  

 

②計画 

【目標】該当なし 

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（２０１８年度）実績】該当なし  

特別管理産業廃棄物の種類     

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

    

  

 

②計画 

【目標】該当なし 

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（２０１８年度）実績】該当なし 

特別管理産業廃棄物の種類    

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

  

  

 

②計画 

【目標】該当なし 

特別管理産業廃棄物の種類    

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【前年度（２０１８年度）実績】別紙2のとおり  

特別管理産業廃棄物の種類    

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】別紙2のとおり 

特別管理産業廃棄物の種類    

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

電子情報処理組織の 

使用に関する事項 

【前年度（２０１８年度）実績】 

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 

排 出 量 

（ ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ 

ル 廃 棄 物 を 除 く 。） 

７８．６８ｔ中、７０．３９ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

･2020年4月からの電子マニフェスト使用義務化(対象：特別管理産業

廃棄物の多量排出事業者)に向けて、順次、電子マニフェストの利

用へシフトしていく。 

 *2018年度では、2018年7月7日排出分：8.29ｔ 

  特定有害廃酸Ｂ(クロムめっき廃液) 

  収集運搬業者：ソーエー、中間処分業者：ダイセキの1件のみ 

  紙マニフェスト発行で実施。 

 ⇒次回より、電子マニフェストでの運用可能整備実施済 

  ルート番号：809 

 

 

 

※事務処理欄  



1/2ﾍﾟｰｼﾞ

<別紙1>

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(2018年度)実績】　計78.68t

特定有害廃酸A
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液

特定有害廃酸B
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑめっき液)

特定有害廃酸C
(pH2.0以下：鉛又はその化合物)

硝酸剥離液

引火性廃油
(ｼﾝﾅｰ廃液)

10.20 52.26 10.02 6.20

引火性廃油：・塗装機器塗料配管の短縮(配管内洗浄液量の低減)

【目標】　計54.90t

特定有害廃酸A
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液

特定有害廃酸B
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑめっき液)

特定有害廃酸C
(pH2.0以下：鉛又はその化合物)

硝酸剥離液

引火性廃油
(ｼﾝﾅｰ廃液)

5.00 45.00 0.00 4.90

(今後実施する予定の取組)

引火性廃油：①使用塗料調合量の適正化による廃却塗料量低減(調合早見表活用の再教育)

　　　　　　　　 ②塗装機器塗料配管内洗浄の手順見直しで洗浄に使用のシンナー量低減

排出量　(ｔ)

①現状

(これまでに実施した取組)

②計画

特別管理産業廃棄物
の種類

排出量　(ｔ)

特定有害廃酸A(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液の取り組みは、再生装置の復元と液条件の見直しをしました。

特定有害廃酸B(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)ｸﾛﾑめっき液の取り組みは、再生アノード（陽極）の新品交換・距離変更・面積増加、電流条件見直しをしました。

特定有害廃酸C(pH2.0以下：鉛又はその化合物)硝酸剥離液の取り組みは、排気装置の修理、維持管理の見直しをしました。

特定有害廃酸A(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液の取り組みは、再生装置と液条件の維持管理をします。

特定有害廃酸B(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)ｸﾛﾑめっき液の取り組みは、再生アノード（陽極）の距離変更・面積増加の改善推進、有機物の影響調査をします。

特定有害廃酸C(pH2.0以下：鉛又はその化合物)硝酸剥離液の取り組みは、排気装置の維持管理をします。



2/2ﾍﾟｰｼﾞ

<別紙2>

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(2018年度)実績】　計78.68t

特定有害廃酸A
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液

特定有害廃酸B
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑめっき液)

特定有害廃酸C
(pH2.0以下：鉛又はその化合物)

硝酸剥離液

引火性廃油
(ｼﾝﾅｰ廃液)

10.02 52.26 10.02 6.20

優良認定処理業者への
処理委託量　(ｔ)

10.02 52.26 10.02 6.20

再生利用業者への処理
委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 6.20

認定熱回収業者への処
理委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 0.00

・可能な限り、優良認定処理業者で選定(実施)した。

･委託先処理業者には定期的に実地確認を実施した。(優良認定処理業者以外)

【目標】　計54.90t

特定有害廃酸A
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑｴｯﾁﾝｸﾞ液

特定有害廃酸B
(pH2.0以下：六価ｸﾛﾑ化合物)

ｸﾛﾑめっき液)

特定有害廃酸C
(pH2.0以下：鉛又はその化合物)

硝酸剥離液

引火性廃油
(ｼﾝﾅｰ廃液)

5.00 45.00 0.00 4.90

優良認定処理業者への
処理委託量　(ｔ)

5.00 45.00 0.00 4.90

再生利用業者への処理
委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 4.90

認定熱回収業者への処
理委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量　(t)

0.00 0.00 0.00 0.00

(今後実施する予定の取組)

･引き続き、優良認定処理業者での処理を推進する。

･委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する。(優良認定処理業者以外)

①現状

特別管理産業廃棄物
の種類

全処理委託量　(ｔ)

(これまでに実施した取組)

②計画

特別管理産業廃棄物
の種類

排出量　(ｔ)


